
議案６０－１ 

第６０号議案  

 

久 留 米 市 三潴Ｂ＆Ｇ海洋センター条例施行規則の一部を  

改 正 する規則 の 臨 時 代理について  

 

上記の議案を提出する。  

令和 元 年９月 ２ ５日  

教 育 長  大  津  秀  明  

 

提案理由  

久 留 米 市 三 潴 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 １ ７ 年 久 留

米 市 教 育 委 員 会 規 則 第 １ １ 号 ） の 一 部 を 改 正 す る こ と に つ い て 、 特

に 緊 急 を 要 し 教 育 委 員 会 を 開 催 す る 時 間 的 余 裕 が な い た め 、 久 留 米

市 教 育 委 員 会 教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 、 教

育 長 に お い て 臨 時 に 代 理 し た の で 報 告 し 、 承 認 を 求 め る も の で あ る 。  

 

 

 

 



議案６０－２ 

久 留 米 市 三潴Ｂ＆Ｇ 海洋センター条例施行規則の一部を  

改正する規則の臨時代理 について  

 

久 留 米 市 三 潴 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る

こ と に つ い て 、 別 紙 の と お り 教 育 長 に よ り 臨 時 代 理 し た の で 報 告 し 、

承認を求める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案６０－３ 

久留 米 市 三潴Ｂ＆Ｇ海洋センター条例施行規則の一部を  

改正する規則  

 

久 留 米 市 三 潴 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 次 の よ う

に改正する。  

 第 ２ 条 第 １ 号 中 「 ９ 月 ３ ０ 日 ま で 」 を 「 ８ 月 ３ １ 日 ま で 。 た だ し 、

６ 月 １ 日 か ら ７ 月 ２ ０ 日 ま で の 間 に あ っ て は 、 日 曜 日 、 土 曜 日 及 び

国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 (昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ７ ８ 号 ) に 規 定 す る 休

日に限る。」に改める。  

附  則  

この規則は令和２年４月１日から施行する。  
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議案６０－資料１ 



第６２号議案  

 

令和２年度久留米市立高等学校入学者選抜要項について  

 

上記の議案を提出する。  

令和元年９月２５日  

教育長 大 津  秀  明  

 

提案理由  

令和２年度久留米市立高等学校入学者選抜要項を定めようとするものであ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案一部別冊 

議案６２－１ 



令和２年度久留米市立高等学校入学者選抜要項について  

 

久留米市立高等学校学則（昭和３２年久留米市教育委員会規則第４号）第１

１条第３項の規定により、別紙のとおり令和２年度久留米市立高等学校入学者

選抜要項を定める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案６２－２ 



議案６２―資料１ 

 

 

令和２年度久留米市立高等学校入学者選抜要項（概要） 

                    

１ 入学定員等 

名   称 課 程 学  科 入学定員 

久留米商業高等学校 全日制 

経営科学科特別進学コース ８０人 
２４０人 

経営科学科 １６０人 

南筑高等学校 全日制 普 通 科 ２４０人 

 

２ 選抜試験概要 

試験の名称 出願期間 試験日 合格発表 試験科目等 

推薦入試 
１月２９日 

～２月 ４日 

２月 ６日 

２月 ７日 
３月１８日 面接・作文・実技 

一般入試 

（学力検査） 

２月１３日 

～２月２０日 
３月１０日 ３月１８日 

国語・数学・社会・ 

理科・英語 

補充募集 
３月１９日 

～３月２４日 
３月２５日 ３月２７日 

面接・初回受検校に 

おける一般入試結果 
  

※推薦入試の選考結果通知は２月１３日とする。 

※３月１８日の合格発表は、志願先高校のホームページ上でも行う。 

 

３ 募集人員 

学 校 名 学   科 推薦入試 一般入試 

久留米商業 

高等学校 

経営科学科 

特別進学コース 

入学定員の５０％程度 

（４０名程度） 

入学定員80人より推薦

合格者数を減じた数 

経営科学科 
入学定員の５０％程度 

（８０名程度） 

入学定員 160 人より推

薦合格者数を減じた数 

南筑高等学校 普通科 
入学定員の３０％程度 

（７２名程度） 

入学定員 240 人より推

薦合格者数を減じた数 

    

４ その他 

（１）帰国生徒等特例措置 

帰国生徒等に対して以下の措置を講ずる。 

・ 学力検査時間を延長する（国語 25 分延長、その他の教科 15 分延長） 

・ 学力検査問題の一部について、漢字振り仮名表を用意する。 

・ 志願先高等学校において、帰国生徒等特例学力検査室を設ける。 

（２）身体に障害がある受検者等への特別措置 

  障害のある生徒に対して、受検上の特別措置を講ずる。 

 

 

 

 

定例教育委員会資料 

令和元年９月２５日 

教育部学校教育課 



議案６２―資料２ 

５ 昨年度からの変更点 

（１）久留米商業高等学校の推薦入試の募集人員を定員の５０％程度とする。 

   ＊久留米商業高等学校では、推薦入試において、専門教科（商業）を学ぶ意欲

が高い優秀な人材を十分に確保するため。 

   ＊南筑高等学校では、現行入試において十分な成果を得ており、変更は不要で

ある。 

 

（２）「合格者の人数が 10 人以上入学定員を下回る学科、コースにおいては、補充募

集を行うものとする。」から 10 名以上を削除する。 

   ＊学校運営のため、入学定員をできる限り確保できるようにした。 



議案６２－資料３ 

久留米市立高等学校学則  

昭和 32 年 6 月 1 日  

久留米市教育委員会規則第 4 号  

 

(入学 )  

第 11 条 高等学校に入学することができる者は、中学校若しくはこれに準ずる

学校を卒業した者又は学校教育法施行規則第９５条の規定により中学校卒業

者と同等以上の学力があると認められる者とする。  

2 入学は、校長が許可する。  

3 入学志願者の選抜は、別に定めるところによる。  

4 第 1 学年の途中又は第 2 学年以上に入学を許可される者は、相当年齢に達し、

当該学年に在学する者と同等以上の学力があると認められた者とする。  

(平元教規則 6・全改、平 12 教規則 9・平 22 教規則４・一部改正 )  

(入学願書 )  

第 12 条 入学志願者は、所定の入学願書 (第 2 号様式 )、その他必要な書類を添

え出身学校長を経て校長に願出なければならない。  

(平元教規則 6・旧第 14 条繰上 )  

(誓約書 )  

第 13 条 入学を許可された者は、 10 日以内に保護者と連署した誓約書 (第 3 号

様式 )を校長に提出しなければならない。  

2 前項に規定する保護者は、次の各号に該当する者で、学校に対して生徒に関

する一切の責任を負うことができるものでなければならない。ただし、校長

において不適当と認めるときは、これを変更させることができる。  

(1) 本人の父母、兄姉、後見人又は縁故者  

(2) 成年者で独立の生計を営む者  

3 保護者を変更し、又は保護者の住所氏名等に変動があつたときは、直ちに校

長に届出なければならない。  

(平元教規則 6・旧第 15 条繰上・一部改正、平 12 教規則 9・一部改正 )  
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R1.8.9からR1.9.9 受付分まで
※区分の★は新規に申請があったもの

№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

1
令和元年9月8日(日)
9:00～16:00

第19回高良山剣道大会
高良山剣道大会実行委
員会

久留米市御井町1番
地
高良大社境内野外特
設道場

後援
体育スポー
ツ課

2
令和元年10月14日（月・
祝）9:00～

第49回高良大社くんち奉納
弓道大会

高良大社
高良大社境内仮設弓
道場

後援
体育スポー
ツ課

3
令和元年10月14日（月・
祝）9:00～12:00

第38回久留米市民万歩大
会

久留米ライオンズクラブ 百年公園 後援
体育スポー
ツ課

4
令和元年8月31日（土）
～9月23日（月・祝）

第145回九州地区高等学校
野球福岡大会

福岡県高等学校野球連
盟

久留米市野球場 後援
体育スポー
ツ課

5
令和元年8月8日（木）
9:30～令和元年8月9日
（金）

令和元年度全国公民科・社
会科教育研究会全国研究
大会福岡大会

全国公民科・社会科教
育研究会

都久志会館 後援 学校教育課

6
令和元年12月7日（土）
9:00～17:00

第13回　五色百人一首　筑
後地区大会

ＴＯＳＳ独歩
大牟田文化会館
１階和室

後援 学校教育課

7
令和元年10月20日（日）
9:30～17:00

第9回いのちのエンジニア
体験会

一社　福岡県臨床工学
技士会

福岡県青少年科学館
2階

後援 学校教育課

8

平成31年4月7日、
令和元年6月2日、
7月7日、9月1日、
10月20日、11月10日、
12月1日、令和2年2月2
日、3月1日
13:00～17:00

不登校者・中退者・引きこも
りの方とその家族の相談会

ＮＰＯ法人青少年教育支
援センター

えーるピア久留米 後援 学校教育課

9
令和2年3月29日（日）
10:00～17:00

第1回土の響きオカリナフェ
スティバル

土の響きオカリナフェス
ティバル

えーるピア久留米 後援★ 学校教育課

10
令和元年7月1日（月）～
令和元年8月31日（土）

日本動物園水族館協会福
岡県地区会第44回児童及
び幼児動物画コンクール

公益財団法人久留米市
都市公園管理センター

到津の森公園、福岡
市動物園、海の中道
海浜公園動物の森、
マリンワールド、大牟
田市動物園、久留米
市鳥類センター

後援 学校教育課

教育委員会後援事業等に関する報告

報告１－1



№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

11
令和元年10月19日（土）
10:00～12:00

発達支援に関する子育て
講演会

久留米市子ども未来部
幼児教育研究所

幼児教育研究所
大会議室

後援 学校教育課

12
令和元年10月13日（日）
13:00～16:00

くるめジュニア音楽祭2019 KANIKAPILA Music Club
久留米シティプラザ
六角堂広場

後援
生涯学習推
進課

13
令和元年10月20日（日）
10:00～15:00

本泰寺market 寺町market実行委員会 本泰寺 後援
生涯学習推
進課

14

令和元年10月20日（日）
10:30～12:00、
12月22日（日）、令和2年2
月23日（日）

子供倫理塾 家庭倫理の会久留米市
えｰるピア久留米、久
留米市市民活動サ
ポートセンター

後援
生涯学習推
進課

15

令和元年10月20日（日）
10:30～12:00
11月10日（日）・26日
（火）、12月22日（日）、
1月21日（火）、2月23日
（日）、3月10日（火）

子育てセミナー 家庭倫理の会久留米市
えｰるピア久留米、久
留米市市民活動サ
ポートセンター

後援
生涯学習推
進課

16
令和元年10月26日（土）
18:30～20:30

第49回久留米室内管弦楽
団定期演奏会

久留米室内管弦楽団
久留米石橋文化ホー
ル

後援
生涯学習推
進課

17
令和元年11月2日（土）、
3日（日）10:00～16:00

わくわく！こども人形劇がっ
こう
～人形つくって、ものがたり
であそぼう～

特定非営利活動法人舞
台アート工房・劇列車

石橋文化センター共
同ホール研修室

後援
生涯学習推
進課

18

自：令和元年11月9日
（土）13:00～17:30
至：令和元年11月10日
（日）9:00～12:00

2019年度　九州ブロック・ユ
ネスコ活動研究会in福岡

久留米ユネスコ協会
ホテル　マリターレ創
世

後援★
生涯学習推
進課

19

令和元年11月9日（土）、
12日（火）、15日（金）、
22日（金）
10:00～11:40

久留米友の会（家事家計講
習会）

久留米友の会

やかまし村のギャラ
リー、鳥栖市民文化
会館、八女伝統工芸
館、久留米友の家

後援
生涯学習推
進課

20
令和元年11月12日（火）
11:30～15:30

懐メロを唄う会
令和に皆で懐メロを唄う
会

くるめりあ六ツ門　3
階　多目的ホール

後援
生涯学習推
進課

21
令和元年11月16日（土）
10:30～12:00

子育てセミナー 家庭倫理の会久留米市
大橋校区コミュニティ
センター

後援
生涯学習推
進課

報告１－2



№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

22
令和元年11月17日（日）
9:00～16:30

サイクルファミリーパーク
フェスタ2019

公益財団法人久留米観
光コンベンション国際交
流協会

久留米サイクルファミ
リーパーク

後援
生涯学習推
進課

23
令和元年11月24日（日）
14:00～15:30

ファミリーコンサート
mamaブラス部心音♪
konon♪

安武コミュニティセン
ター

後援★
生涯学習推
進課

24
令和元年11月24日（日）
13:00～16:30

英語で感動しよう！久留米
トーストマスターズクラブ
フェスティバル

久留米トーストマスター
ズクラブ

久留米市役所２F　く
るみホール

後援★
生涯学習推
進課

25

令和元年11月28日（木）
10:00～18:00、
 12月2日（月）
10:00～15:00

紫原　冨士子展 紫の会
久留米シティプラザ
展示室

後援★
生涯学習推
進課

26
令和元年　11月28日
（木）、12月11日（水）
19:00～21:00

「ふるさとの唄2019」野田か
つひこコンサート

野田かつひこコンサート
実行委員会

東京公演：江戸川区
総合文化センター
久留米公演：石橋文
化センター共同ホー
ル

後援
生涯学習推
進課

27
令和元年12月8日（日）
13:30～

第4回クラシックギター演奏
会

久留米市民ギター室内
合奏団　夢弦

えーるピア久留米1F
視聴覚ホール

後援
生涯学習推
進課

28
令和元年12月15日（日）
14:00～16:00

プロの演奏家によるわたし
の街の音楽会

オカリナ友の会
日本福音ルーテル久
留米教会

後援
生涯学習推
進課

29
令和2年5月12日（火）～
17日（日）

連文創立70周年記念事業 久留米連合文化会
久留米シティプラザ・
グランドホール、展示
室、和室、会議室

後援
生涯学習推
進課

30
令和2年7月5日（日）
14:00～16:30

スロヴァキア国立オペラ
2020久留米公演

筑後スロヴァキア・オペ
ラ交流の会

久留米シティプラザ
ザ･グランドホール

後援
生涯学習推
進課

31
令和元年11月23日（土）
14:30開演

第27回ふくおか県民文化
祭2019久留米市子ども文
化事業
城島子どもフェスティバル
創作民話劇「風のまつり
唄」

第27回ふくおか県民文
化祭2019久留米市子ど
も文化事業実行委員会

城島総合文化セン
ター　インガットホー
ル

後援
城島総合支
所　文化ス
ポーツ課
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令和元年第４回（９月）久留米市議会一般質問回答要旨 

質 問 一 覧 ( 教 育 部 関 連 ) 

質 問 議 員 質  問  内  容 

＜個人＞ 

市川 廣一 議員 ３ 城島地域における小学校統合について 

南島 成司 議員 
３ 学校給食について 

（１）給食調理場の施設環境について（自校方式） 

藤林 詠子 議員 

１  医療的ケアを必要とする児童生徒のための小学校、中学校への看護師配

置について 

２ 中学校放課後等学習会事業（Ｊスクール）について 

山下 尚 議員 

１ 市立小学校のプール授業について 

２ 発達支援について 

（１）通級指導教室について 

轟 照隆 議員 

２ 学校における医療的ケアへの対応について 

（１）医療ケア児童の安全確保について 

（２）看護師の配置について 

原 学 議員 

１ 教育行政について 

（１）学力アップの取り組みについて 

（２）タブレット導入について 

（３）夏場のプール開放について 

（４）中学校の部活について 

森﨑 巨樹 議員 ３ 小学校適正規模化と今後の展望について 

                                    （教育部関係） 
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個人 
【質問議員】  市川 廣一 議員 

 

【質問要旨】  ３ 城島地域における小学校統合について 

 

【質問趣旨】  小学校統合について、現在の状況と今後の進め方について 

 

【回答要旨】  １ これまでの取組について 

市教育委員会では、昨年 10 月に「久留米市立小学校小規模化対応方針」を策定し、

本年１月に、下田小学校と浮島小学校の統合を進める「第１次久留米市立小学校統

合基本計画」（案）を取りまとめ、２月からは統合の対象となる城島地域で、その計

画案の内容などに関する１回目の説明会を実施しました。 

 その中で出された、「児童の安全・安心への対応」や「統合後の教育環境」、「地域

の活性化」などの様々なご意見やご質問について、より詳細なデータ分析が必要な

事項の精査や、行政内部における具体的な方針の整理を行うとともに、統合に関す

る先行事例などについて、福岡県内の市、及び全国の中核市への調査を実施しまし

た。 

 それらを整理・集約し、２回目の説明会を７月下旬から８月上旬に５校区で開催

し、延べ 137 名の参加がありました。 

参加された保護者や地域の皆様からは、統合に対して不安や不満のご意見もあり

ましたが、複式学級への課題、スクールバスの運用、地域の活性化策、校区コミュ

ニティの存続などに関してより具体的な協議を行うべきとの前向きなご意見もいた

だいたところです。 

  

２ 今後の進め方について 

久留米市では、「未来を担う人づくり」と「未来につなげるまちづくり」を小学校

統合の大きな柱として、より良い教育環境や魅力ある地域づくりにしっかり取り組

んでいきたいと考えています。 

 今後とも、引き続き、丁寧な説明に努めるとともに、地域や保護者の方々と具体

的な課題等について意見を交換できるような場も設定しながら、小学校統合への取

組を進めていきたいと考えています。 

 

２回目 

【質問要旨】  ３ 城島地域における小学校統合について 

 

【質問趣旨】  今後、さらに合意形成を図っていくために、具体的に住民との協議をどのように進め

ていくのか。また、今後の学校統合の基本的なスケジュールをどのように見込んでい

るのか。 

 

【回答要旨】  １ 協議の進め方と学校統合への理解 

今後、さらに小学校統合への理解を深めていくためには、市及び市教育委員会と地

域及び保護者が率直に意見交換ができる場の設定が必要であり、現在、そのあり方に

ついて地域や保護者の方々との協議を進めているところです。 

また、実際に統合を行った先行自治体の調査を行い、統合後の子どもたちの教育環

境の変化や、実際の廃校跡地の活用方法、統合後の地域活性化の取組などについて共

通理解を深めることにより、地域や保護者の皆様の具体的な不安や課題の解決に繋げ

ていきたいと考えています。 

一方で、学校統合は地域住民の生活にも影響することから、地域の振興策や災害時

の対応策などを検討しています。現在、下田・浮島地域の振興のため、県境を越えた

佐賀県及び近隣市町との交流を強化しているところです。 
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直近の事例を紹介しますと、今回の災害対応におきましても、市議会やクリーンセ

ンターの理解もいただきまして、８月大雨で被害を受けた佐賀県の災害ゴミを久留米

市で引き受けるといったことをいち早く決断したところでございます。こういったこ

とを通じて佐賀県との関係強化を行い、場合によっては、浮島・下田の振興には佐賀

県側のほうで大きな道路を造っていくとか、工業団地とか、さまざまなものを造って

いくことが下田・浮島の発展につながりますから、しっかりと佐賀県側と連携してい

く、こういったアプローチも必要になります。こういったことから、地域の皆様のさ

まざまな思いを共有していきたいということであります。 

 

        ２ 学校統合のスケジュール 

統合の実施時期については、現時点で具体的に決定しているものではありませんが、

最短・最速の場合で、という前提で申し上げますと、地域や保護者の方々との合意、

市議会による条例改正の議決、ここまでが今年度中に完了しますと、来年度の令和２

年度が教育課程の調整などを行う、統合のための準備期間となり、令和３年４月に統

合校がスタートという見込みになります。 

 今後も引き続き、市及び市教育委員会全体で、小学校統合へのご理解をいただける

よう、丁寧な対応に努めていきたいと考えています。 

 

 

【質問議員】  南島 成司 議員 

 

【質問要旨】  ３ 学校給食について 

（１）給食調理場の施設環境について（自校方式） 

 

【質問趣旨】  夏場の給食室は高温となり、調理員は過酷な労働環境となっている。早期に空調を設

置すべきではないか。 

 

【回答要旨】  １ 給食調理室における空調設置について 

国が定めた学校給食衛生管理基準では、食中毒の原因となる細菌の繁殖を防ぐた

め、給食調理室の温度は 25℃以下に保つよう努めることとされております。さらに、

調理員の労働環境の整備という面からも、空調設備の設置は必要であると認識して

おります。 

 自校方式の給食調理室については、学校給食衛生管理基準に適合させるため、床

のドライ化及び汚染・非汚染作業区域の区分と合わせ、空調設備の設置を含めた改

修工事を計画的に進めており、現在、自校方式 42校うち６校で空調設備を整備して

おります。 

なお、改修工事までの応急的な措置として、衛生面でも設置が可能な学校 34 校に

スポットクーラーを配備しております。 

 

２回目 

【質問要旨】  ３ 学校給食について 

（１）給食調理場の施設環境について（自校方式） 

 

【質問趣旨】  ほとんどの給食調理室は、空調設備が未設置であり、整備には時間を要するとのこと

であるが、調理員が熱中症になったら給食が提供できなくなる。空調整備までの間の

対応をどのように考えているのか。また、児童生徒数が増加し給食室が狭くなってい

る学校がある。増築して給食室のスペースを広げる必要があると考えるが、市の見解

を問う。 

 

 

【回答要旨】  １ 空調整備までの間の対応について 

調理員の熱中症予防としましては、空調設備のある休憩室を積極的に活用するとと
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もに、こまめな休憩と水分補給を行うよう、朝礼などの際に、調理員の業務責任者や

学校栄養士により注意喚起を行っているところです。 

また、昨年度から、学校給食調理等業務の受託業者に対して、調理員の熱中症予防

に関する具体的な対応を求めており、休憩室でのこまめな休憩や水分補給の徹底とと

もに、経口補水液の常備、さらには保冷材ベストの着用などといった対応がとられて

おります。 

長期的には、自校方式から給食センター方式へ切り替えて行く必要があると思って

おります。やはり、自校方式でさまざまな対応を行っていくには、さまざまな困難が

あると思いますから、設備の整った給食センターでしっかりと対応していく、これが

基本ではないかと思っております。 

 

２ 給食調理室の児童生徒数増加対応について 

児童生徒数の増加が著しい学校では、給食室の改修工事を進めることも必要である

と認識しております。 

しかしながら、施設改修には相当の年数と経費を要するため、回転釜や立体炊飯器

などの調理機器のサイズ変更や入れ替えによって対応している状況であります。 

この点でもでありますが、空調設備をしっかり整備していく、また、児童数が増え

た場合の対応、こういったことを考えましたら、やはり長期的には、自校方式から給

食センター方式へ切り替えて行く必要性があると。もちろん、給食センター方式と言

いましても、地域・地域の拠点を作っていくとか、今後、市議会のご意見も伺いなが

ら、進めていく必要があると考えております。 

 

 

【質問議員】  藤林 詠子 議員 

 

【質問要旨】  １ 医療的ケアを必要とする児童生徒のための小学校、中学校への看護師配置について 

 

【質問趣旨】  医療的ケアが必要だが知的障害がなく特別支援学校に就学できない児童生徒も現れて

いる中、小中学校への看護師配置が必要ではないか。また、児童生徒の学ぶ権利を保

障するためにも、小中学校への早急な看護師配置が必要ではないか。 

 

【回答要旨】  １ 医療的ケアを必要とする児童生徒への対応 

久留米市では、久留米特別支援学校において、委託による看護師の常時配置を行

っており、同校に在籍する児童生徒は当該看護師による医療的ケアを受けることが

できます。現在９名の看護師が１４名の児童生徒に対応しているところです。 

小中学校では、保護者が学校で医療的ケアを行うか、学校訪問看護支援事業の利用

によって保護者が契約した看護師が医療的ケアを行うことになります。 

 この学校訪問看護支援事業は、保護者が契約した看護師が学校で医療的ケアを行

う費用を、児童生徒一人当たり６９万５千円を上限に市が補助する制度で、現在５

人の児童が利用しています。 

 

２ 看護師の配置について 

このような状況の中、知的障害を有し、特別支援学校にも通学できる医療的ケア

児につきましては、特別支援学校、小中学校それぞれの制度を説明のうえ、保護者

の同意を得て通学先を決定しております。その一方で、知的障害がないために特別

支援学校に就学できない医療的ケア児の状況も認識しているところです。 

市教育委員会といたしましては、看護師を委託又は直接任用で配置することにつ

いて、事故が発生した場合の学校の負担と責任の所在、医療的ケアを実施できる看

護師の円滑な確保、教職員の体制の確保、配置に係る財源などの課題を整理する必

要があると考えています。 

 児童生徒の学ぶ権利の保障は重要であると考えますが、児童生徒がより安全に学
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校で学ぶために、その子の障害の状態に十分配慮することも重要であると考えます。 

今後、そうした点について、他市の状況等に関する情報収集も行いながら検討す

る必要があると考えています。 

 

３ 今後の対応について 

市教育委員会といたしましては、児童生徒が安全に安心して学校で学ぶために、

先程申し上げましたような課題の整理を行うとともに、市内の児童生徒の状況を踏

まえながら、障害の程度に応じた今後の医療的ケアのあり方について、研究してい

く必要があると考えております。 

 繰り返しになりますが、児童生徒がより安全に学校で学ぶために、その子の障害

の状態に十分配慮することも重要であると考えております。 

 

 

【質問要旨】  ２ 中学校放課後等学習会事業（Ｊスクール）について 

 

【質問趣旨】  これまでの放課後等学習会事業の実績と課題の総括を問う。また、自己負担額を取る

理由とその是非について問う。また、全国学力・学習状況調査などの点数を上げる取

組ではなく、生徒の学習意欲を上げる取組が必要ではないか。 

 

【回答要旨】  １ 放課後等学習会事業について 

現在、放課後等学習会は小学校 37校、中学校 11校で実施しており、学生 46 人と

地域の方 191 人のご協力をいただいています。その一方で、学校による偏りが見ら

れていること等から、さらなる人材の確保や地域との連携による学習会の充実を課

題として認識しているところです。 

また、平成 27年度から 30 年度にかけて、高牟礼中学校の生徒を対象にした無料

の「くるめっ子塾」を実施しました。本事業では他の塾に行ったり、学習意欲を持

てない生徒の参加につながる居場所づくりの要素が少なかったことなどから、生徒

数が減少したため事業を終了したところです。 

 

２ 自己負担について 

 今年度、城南中学校をモデル校として実施する中学校放課後等学習会事業は、こ

れまでの取組と異なり、特に学力の向上に重点を置いた事業です。そのため、同校

の授業内容を踏まえた教材を準備するとともに、中学校又は高校の教員免許を有し、

学校等での指導経験を有する講師による指導を行うこととしています。 

 本事業における自己負担は、こうした学力向上の取組に要する経費に充当すると

ともに、生徒の主体的な学習態度や家庭における学習面での後押しにつながるもの

として導入しています。 

 先行している筑前町の事例によると、保護者から、「一定の月謝を取ってほしい」

との意見が出たとのことでした。子どもが学習会を怠けて休みたいと言ったときに、

月謝を払っているためもったいないので休まないようにという念押しになったとい

うことでした。 

 

３ 事業の目的について 

 市教育委員会では、今回の中学校放課後等学習会事業は、全国学力・学習状況調

査の結果に見られますように、中学校が小学校よりも全国平均を下回る状況が続い

ていることから、学力の向上に重点を置いた取組として位置付けております。 

その一方で、生徒の学習意欲の向上についても重要な取組であると認識しており、

特に学校での放課後等学習会は、部活後にそのまま受けることができるなど効率が

良かったり、友人と受けやすいという面があります。今後も授業や学校行事、部活

動などにおいて、互いの良さを認め合い、自分の果たす役割を見出していくような
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活動を実践することによって、自尊感情の向上に裏打ちされた学習意欲の向上に努

めていきます。 

 

４ 民間の学習塾との関係について 

 本事業の実施に当たりましては、進学等を控えて塾の利用が高まる３年生ではな

く１年生を対象としており、実施教科も英語と数学に限定する等、民間の学習塾へ

の影響を考慮した内容にしています。 

 また、民業圧迫になるから、生徒の学力が全国平均以下でも構わないというのは、

生徒本位の学校教育の点からいかがなものかと思われます。 

 

 

【質問議員】  山下 尚 議員 

 

【質問要旨】  １ 市立小学校のプール授業について 

 

【質問趣旨】  市立小学校のプールについて、施設の現状及び建替えなどの整備計画はどのようにな

っているのか。 

 

【回答要旨】  １ プール施設の現状について 

久留米市立小学校のプールについては、46校全ての小学校に設置されており、こ

れまで、循環ろ過機が設置されていない学校について順次改築を行ってきており、

平成 25 年度の大橋小学校プール改築事業をもって、全小学校にろ過機を備えたプー

ルの整備が完了しました。 

一方で、既存プールの老朽化も進んでいることから、その機能維持のため、プー

ル槽本体やプールサイド、ろ過機や給排水設備の更新などの改修を計画的に実施し

ながら、適切な維持管理に努めているところです。 

         

        ２ 今後の整備計画について 

         将来的な建替えについては、多額な費用を要することから、施設の老朽化の状況

や校舎等を含めた学校施設全体の施設整備計画を踏まえながら、総合的に検討を進

めていきたいと考えております。 

 

２回目 

【質問要旨】  １ 市立小学校のプール授業について 

 

【質問趣旨】  プールを使った授業を民間委託できないか。 

 

【回答要旨】  １ 民間委託の現状と課題 

全国では、学校のプールの老朽化等を契機として、公営又は民間のプールを利用した

り、民間のインストラクターによる水泳指導の支援を受けたりという事例があります。

近隣におきましても、太宰府市が今年度から小学校２校で、民間のスイミングスクー

ルのプールを利用しています。 

こうした取組のメリットとしては、プールの建設費や改修費、水道代などの維持管

理費の削減のほか、管理を行う教員の負担軽減、専門的な指導による児童の水泳技能

の向上があります。 

その一方で、委託料及び移動に要する費用や時間がかかること、また一定時間占有

することができるプールの確保などが課題として挙げられます。 

         

 

        ２ 今後について 
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         私は、この話には非常に前向きです。例えば、民間のスイミングプールを昼間久留

米市が借り上げ、車で 20～30 分で行くことができる小中学校がプログラムを組み、

一年を通じて使うということも是非検討すべきと思います。全国大会に出場した一流

選手がインストラクターになっている例もありますし、プロのコーチのもとで水泳を

習った方が効果的で、学校の先生の負担軽減になり、働き方改革にもつながります。

そういう意味ではいい提案だと思います。 

 

 

【質問要旨】  ２ 発達支援について 

（１）通級指導教室について 

 

【質問趣旨】  通級指導教室の児童生徒数及び教員一人あたりの児童生徒数の現状について問う。 

 

【回答要旨】  １ 児童生徒数の現状について 

通級指導教室は、発達障害をはじめ行動や人とのかかわり、聞こえや言葉に課題

のある児童生徒が、在籍校から設置している拠点校へ通い、週に１回 90分程度の指

導を受けるもので、福岡県の認可を受けて設置しております。 

本市において通級による指導を受ける児童生徒数は、現在、小学校 240 名、中学

校 20名の合計 260 名となっています。この人数は、５年前の平成 26年度と比較し

て 88名増となっており、年々増加傾向が続いている状況です。 

 

２ 教員一人あたりの児童生徒数について 

久留米市の通級指導教室には、今年度、県費負担教員 19 名、市費負担教員５名を

配置しており、教員一人あたりの児童生徒数は 10.8 名となっています。これは、教

職員の定数に関する法律に示された「児童生徒 13名に教員１名」という基礎定数を

満たすものとなっています。 

 

２回目 

【質問要旨】  ２ 発達支援について 

（１）通級指導教室について 

 

【質問趣旨】  通級指導教室の増設や設置校の新設に伴う通級エリアの見直しによって保護者の負担

を軽減すべきと考えるがどうか。また、タブレット端末は通級指導教室で効果がある

と考えるがどうか。 

 

【回答要旨】  １ 通級指導教室の増設や通級エリアの見直しについて 

 現在、久留米市においては、小学校５校、中学校２校に 24 の通級指導教室を設置

されており、５年前の平成 26年度と比較して、７教室の増設となっています。通級

指導教室の増設・新設につきましては、教員の配置権限が福岡県にあるため、今後も、

必要な教員の配置について、県教育委員会に対して強く要望していきたいと考えてい

ます。 

 なお、児童生徒や保護者の移動負担の軽減につきましては、今後とも効果的な通級

指導教室の配置について、福岡県と連携して取り組んでいきたいと考えています。 

 

２ タブレット端末の導入について 

 市教育委員会としましては、特別支援教育におけるタブレット端末の教育効果は大

きいものと認識しています。現在、市教育委員会では、文部科学省の動向も踏まえな

がら、タブレット端末の拡充に取り組んでおり、通級指導教室など特別支援教育にお

ける活用も含めて検討していきたいと考えています。 

 

【質問議員】  轟 照隆 議員 
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【質問要旨】  ２ 学校における医療的ケアへの対応について 

（１）医療ケア児童の安全確保について 

 

【質問趣旨】  医療的ケアが必要な児童生徒に対して、小中学校では今後どのようにして安全を確保

するのか。 

 

【回答要旨】  １ 医療的ケアの対応について 

久留米市では、医療的ケアが必要な児童生徒が小中学校への就学を希望する場合、

保護者が学校に付き添って医療的ケアを行うか、学校訪問看護支援事業の利用によ

って保護者自身が看護師を配置することになります。 

 この学校訪問看護支援事業は、保護者が契約した看護師が学校において医療的ケ

アを行うための費用を、児童生徒一人当たり６９万５千円を上限に市が補助する制

度です。 

 

２ 安全確保の取組について 

 医療的ケアを必要とする児童生徒については、学校生活における安全確保上の配

慮が必要であることから、学校・保護者・主治医等が緊密に連絡を取り合い、必要

となる配慮についてケース会議による情報共有を図ったり、救護に関するシミュレ

ーションを行ったりして安全確保に努めているところです。今後ともこのような取

組を通して、安全確保に取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

【質問要旨】  ２ 学校における医療的ケアへの対応について 

（２）看護師の配置について 

 

【質問趣旨】  小中学校において、看護師の配置や巡回訪問等による対応をする予定はあるのか。 

 

【回答要旨】  久留米市では、久留米特別支援学校において、訪問看護ステーションへの委託によ

る看護師の常時配置を行っています。 

その一方で、小中学校につきましては、先ほど申し上げましたとおり、保護者によ

る対応と学校訪問看護支援事業による看護師配置の組み合わせによって対応していま

す。 

そうした中、保護者の負担が大きくなっていることも承知しておりますが、一方で

「事故が発生した場合の学校の負担と責任の所在」「医療的ケアを担うことができる看

護師の安定的な確保」「教職員の体制の確保」「財源の確保」などの課題もあるところ

です。 

 児童生徒の学ぶ権利の保障は重要であると考えますが、児童生徒がより安全に学校

で学ぶために、その子の障害の状態に十分配慮することも重要であると考えます。 

 

２回目 

【質問要旨】  ２ 学校における医療的ケアへの対応について 

（２）看護師の配置について 

 

【質問趣旨】  学校訪問看護支援事業の上限の引き上げはできないか。 

 

【回答要旨】   医療的ケアが必要な児童生徒が小中学校に就学する場合、学校訪問看護支援事業を

利用したとしても、保護者が医療的ケアを行う必要があります。また、児童生徒がよ

り安全に学校で学ぶために、その子の障害の状態に十分配慮することも重要であると



報告２－９ 

 

考えています。 

そうした中で、小中学校においては当該制度の利用と保護者による対応を基本とし

ながら、個々の児童生徒の障害の状態に応じた対応について、様々な角度から検討し

ていきたいと考えています。 

 

 

【質問議員】  原 学 議員 

 

【質問要旨】  １ 教育行政について 

（１）学力アップの取り組みについて 

 

【質問趣旨】  本市の学力水準の現状と平均正答率が整数化されたことへの問題認識について問う。 

 

【回答要旨】  １ 久留米市の児童生徒の学力水準について 

本年度４月に行われました、全国学力・学習状況調査においては、久留米市は、小

学校国語の正答率が全国平均を上回りました。 

また、小学校算数、中学校国語及び数学の正答率は全国平均には届かなかったも

のの、全国との差は昨年度よりも縮まっております。 

全体としては、全実施教科区分で全国平均を上回るという、第３期久留米市教育

改革プランに掲げる目標は達成しておらず、厳しい状況と認識しています。 

  

２ 教科毎の平均正答率が整数化されたことについて 

文部科学省は、平成 29 年度以降、数値データによる序列化や過度な競争に配慮し、

都道府県別や市町村別の教科毎の平均正答率については、整数値で公表するように、

公表方法が変更されました。 

 しかしながら、問題ごとの正答率につきましては、小数第１位までの数値データが

公表されており、問題形式別や出題領域別の児童生徒の解答状況等に着目した分析は

従来通りできることから、児童生徒のつまずきに応じた学習指導の充実を図る上では、

従来と変わらないと考えております。 

 

２回目 

【質問要旨】  １ 教育行政について 

（１）学力アップの取り組みについて 

 

【質問趣旨】  今後の学力の保障と向上に向けた目標と取組について問う。 

 

【回答要旨】  １ 久留米市の学力に関する目標について 

学力に関する目標については、今後も引き続き、全国学力・学習状況調査におい

て、小・中学校の全実施教科区分で全国平均を上回ることを掲げて、取組を進めて

いきます。 

  

２ 学力の保障と向上の取組について 

学力の保障と向上のための具体的な取組としては、今年度より、各学校において

学力向上プランを活用した学校総体としての授業改善等の取組を行っています。 

また、合川小・城島小・青陵中を学力向上実践推進校として指定し、授業改善や

家庭学習、補充学習の充実に取り組んだ成果を他の学校へ広げていく取組や、城南

中学校をモデル校として、学校等で指導経験を有する講師による学習会を実施する

「中学校放課後等学習会事業」も進めていきます。 

さらに、有識者で構成する「学力の保障と向上に関する委員会」を設置し、久留
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米市の学力向上施策の有効性や方向性について、多面的かつ専門的な視点から提言

をいただき、今後の教育施策の見直しにいかしていく取組等も行っているところで

す。 

 

 

【質問要旨】  １ 教育行政について 

（２）タブレット導入について 

 

【質問趣旨】  教育ＩＣＴ活用推進校において、タブレットをどのように使っているのか。 

 

【回答要旨】  本市では、国の積極的な教育ＩＣＴの導入推進を踏まえ、児童生徒用コンピュータの

効果的な導入を図ることを目的とし、平成 30 年度に小中学校４校を教育ＩＣＴ活用

推進校に指定して、合計 184 台のタブレット端末を先行的に導入しました。 

この推進校の授業においては、動画再生機能を使って跳び箱を跳ぶフォームを確認

する活動や、写真を撮影して植物の観察記録を作る活動、テレビ会議機能による病院

内学級の児童との遠隔交流など、タブレットの機能を活かした効果的な活用に取り組

んでいるところであります。 

また、市教育委員会では、推進校におけるタブレット活用を促進するために、推進

校の全教員に対するタブレットの操作研修の実施や、リーダー教員に対する実践事例

の紹介などを行っております。 

更に本年度は、推進校の取組を他の市立小中学校の教員に広げるために、推進校に

おけるタブレットを活用した授業の公開や、教育ＩＣＴ活用の専門講師による研修を

行ったところであります。 

 

２回目 

【質問要旨】  １ 教育行政について 

（２）タブレット導入について 

 

【質問趣旨】  タブレットの導入によって目指す教育効果の最終的な目標は何か。また、ハード整備

の目標を問う。 

 

【回答要旨】  １ 子どもたちへの教育効果について 

 タブレット端末の活用は、学習に対する理解を促進するとともに、外国との遠隔

地交流など、これまでにない充実した授業の実践が可能となります。また、反転授

業など授業と宿題を反転させて、知識を「覚える」から「使う」ことでコミュニケ

ーションを促し、役立てることに重点を移すことができます。更には、特別な支援

が必要な子どもに対するきめ細やかな学習も期待できます。 

久留米市としましては、子どもたちの学習意欲が向上し、授業を通して協働的に

深く学び合う教育効果が発揮されることによって、一人ひとりがその能力に応じて

将来の社会を発展させる担い手となることを目指していきたいと考えています。 

 

２ ＩＣＴ環境の整備について 

 久留米市としましては、当面は文部科学省が目標として掲げている３学級につき

１学級分の配備を目指し、将来的には児童生徒一人１台のコンピュータの配備も認

識しながら、教育ＩＣＴを取り巻く国や民間企業の動きを見極めつつ、財源状況も

踏まえた効率的なＩＣＴ環境の整備に努めていきたいと考えています。 

先日 Google 日本本社を訪れ、全世界で 3,000 万人が学んでいる google for 

education の取組みや、文部科学省との共同プロジェクトについて伺ってきました。
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東京都町田市などでは、これらのシステムが実際に採用されており、埼玉県の公立

高校では大きな成果が得られています。これらの先進事例を取り入れ、生徒や先生

にとって魅力あるＩＣＴ教育を進めていきたいと考えています。 

 

 

【質問要旨】  １ 教育行政について 

（３）夏場のプール開放について 

 

【質問趣旨】  夏場のプール開放は、近年の猛暑の影響や監視を担う保護者の確保が難しく、中止す

る自治体があると聞くが、久留米市の現状は。 

 

【回答要旨】  １ プール開放の実施状況と課題 

 夏休み期間中のプール開放については、監視人員の確保等が困難なことから、実

施しない自治体も増えてきています。 

久留米市においても、ここ数年は実施校が減少し、今年度は市立小学校 25 校で、

１校あたり約６日間実施しております。 

 減少した理由としましては、近隣の公営プールの状況、事故発生のリスクの他、監

視を行っていただいております保護者の確保と監視の負担が少なくないこと、さらに

は、近年の猛暑の影響など、複数の要因があると認識しております。 

 

２回目 

【質問要旨】  １ 教育行政について 

（３）夏場のプール開放について 

 

【質問趣旨】  課題への対応と今後の方針は。 

 

【回答要旨】  １ 今後の方針について 

夏休み期間中のプール開放は、通常の授業とは異なり、任意の取り組みです。 

 監視を警備業者へ委託する自治体もございますが、市教育委員会としましては、

今後も、保護者のご協力をいただきながら、実施可能な学校については、保護者負

担の軽減のための補助的な監視員の雇用や、万が一に備えた保険加入などの対応も

行い、継続していきたいと考えております。 

 

 

【質問要旨】  １ 教育行政について 

（４）中学校の部活について 

 

【質問趣旨】  週休２日を久留米市では、どう対応しているか。また、夏場の熱中症対策をどうして

いるか。また、朝練習を久留米市では、どう対応しているか。 

 

【回答要旨】  １ 久留米市における週休２日の取組について 

久留米市立中学校では、校長会やＰＴＡなどの申し合わせにより、毎週月曜日を休

養日に充てることとしています。また、県中学校体育連盟からの通知に基づき、土日

のどちらか１日を休養日に充て、大会等で土日続けて活動した場合は別の日に休養日

を設けるなどの取組によって、週休２日の確保に努めているところです。 

 

２ 夏場の熱中症対策について 
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 夏場の部活動においては、各学校で休憩時間や水分及び塩分補給をこまめに取るこ

とを徹底するとともに、練習時間を短縮したり、空調のある室内で練習したりするな

どの熱中症防止に努めております。 

 

３ 久留米市における朝練習の対応について 

朝練習は、市内全中学校 17 校で行われております。朝練習の実施に関して、市教

育委員会としましては特段の指導は行っていませんが、各学校において練習時間等を

設定し、学校長の指導の下、安全面に留意した中で朝練習が行われているところです。 

 

 

２回目 

【質問要旨】  １ 教育行政について 

（４）中学校の部活について 

 

【質問趣旨】  部活動の在り方について、学校の判断だけなく、教育行政としてどう考えていくのか。

対応を聞きたい。 

 

【回答要旨】   市教育委員会としましては、現在、久留米市部活動方針策定委員会を設置し、今

年度「久留米市部活動方針」を策定する予定です。この方針は、国の「ガイドライ

ン」や県の「運動部活動の在り方に関する指針」に基づき、適切な活動時間や休養

日等を定めるものです。 

また、各学校は、今回策定する久留米市の方針に基づき、それぞれの学校におけ

る「部活動方針」を定めることになっています。 

今後、市教育委員会としましては、市の方針に基づく指導助言等により、生徒に

とって過度な負担とならないような、また教員にとってもワーク・ライフ・バラン

スの確保ができるような取組を進めていきたいと考えています。 

 

 

【質問議員】  森﨑 巨樹 議員 

 

【質問要旨】  ３ 小学校適正規模化と今後の展望 

 

【質問趣旨】  全市的な学校の適正規模化に関して、どのようなビジョンを持っているのか。また、

適正規模化における配慮事項について、どのように考えているか、①全市的な説明、

②対象地域における意思確認の手法、③地元説明における配慮事項、④児童への配慮

事項、⑤地域振興に関するインセンティブ、⑥学校施設の充実などのインセンティブ。

また、現在、城島地域で行われている説明会が、丁寧さに欠けているのではないか。 

 

【回答要旨】  １ 全市的な学校の適正規模化のビジョン 

久留米市内には、複式学級が発生している過小規模校がある一方で、31学級以上の

過大規模校があり、それぞれに児童の教育活動や学校運営において、課題があると

認識しています。 

 市教育委員会では、昨年 10月に策定した「久留米市立小学校小規模化対応方針」

に基づき、小規模化が進む学校への対応を段階的に行っていくこととしており、ま

た、過大規模校の解消に向けた方策についても検討を行っていくことにしています。 

 久留米市としましても、子ども達の教育環境の向上を図るため、今後の児童数の

状況や課題の緊急性などを総合的に鑑み、市教育委員会が示している望ましい学校

規模について、方向性を共有し連携を図りながら、その実現に向け取組を進めてま
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いりたいと考えています。 

 

２ 適正規模化における配慮事項についての６点の質問 

１点目の全市的な説明については、久留米市立小学校小規模化対応方針に関する

パブリック・コメントを実施したり、小中学校ＰＴＡ連合協議会や校区まちづくり

連絡協議会などにおいて、取組内容の説明を行ったりしてきたところです。 

 ２点目の対象地域における意思確認については、保護者や地域の皆様への丁寧な

説明と、率直な意見交換を行っていく中で、具体的な統合に関しての要望書が提出

されるなどにより、統合に関する意思確認ができるのではないかと考えております。 

 ３点目と４点目の地元や児童への配慮については、保護者や地域の皆様の疑問や

不安を共有しながら、１つずつ解消していくことが重要であると考えております。 

 ５点目と６点目の地域振興や学校施設に関するインセンティブについては、『新し

い学校づくり』と『地域活性化の取組』が、大きな柱であると認識しており、久留

米市といたしましても、対象地域の皆様と丁寧な協議を行いながら、未来につなげ

る人づくりと魅力ある地域づくりに、しっかりと取り組んでいくことが重要だと考

えています。 

 

３ 城島地域で行われている説明会について 

 城島地域の小学校統合を進めるにあたっては、保護者や地域の皆様 

からのご意見を十分に聞きながら、学校統合への不安を解消するとともに、必要な

支援を行っていかなければならないと考えています。 

 そのために、より多くの方々のご質問やご意見を反映できるような方法について、

保護者や地域の皆様に、しっかりと相談しながら、丁寧な取組を進めていかなけれ

ばならないと考えています。 

 

２回目 

【質問要旨】  ３ 小学校適正規模化と今後の展望 

 

【質問趣旨】  城島地域での説明会において、対象者や開催日時・説明内容について、配慮不足では

なかったか。また、城島地域において望ましい学校の在り方を示すべきではないか。 

 

【回答要旨】  １ 説明会における対象者や日時・内容などの配慮について 

説明会は、より多くの方々が参加できるような日時の設定や、協議の内容や方法に

ついても、保護者や地域の皆様に、しっかりと相談しながら、丁寧な取組を進めてい

かなければならないと考えています。 

 実際に、城島地域の全ての校区まちづくり協議会幹部と市長の膝詰め懇談会を行い、

地域の要望を聞いているところです。そこでは、先方から小学校統合を要望されたり、

地域の活性化策を議論したりしたこともあります。 

 今後とも、市議会の皆様のご協力もいただきながら、地域の声を丁寧に聞いていき

たいと考えています。 

         

        ２ 城島地域における望ましい学校の在り方について 

小学校の統合は、市教育委員会が「久留米市立小学校小規模化対応方針」で望まし

い学校規模について示しているところでございます。 

 その上で、まずは最優先の対応として、複式学級校の解消に向けた統合を進めてい

く必要があると認識しています。 

 そうしたことから、下田小学校及び浮島小学校の統合を優先すべきと理解している

ところです。 
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令和元年第４回（９月）久留米市議会一般質問回答要旨 

質 問 一 覧 ( 市 民 文 化 部 関 連 ) 

質 問 議 員 質  問  内  容 

＜個人＞ 

佐藤 晶二 議員 
２ 野中町正源氏公園周辺について 

（３）ドイツ兵俘虜の慰霊碑について 

山下 尚 議員 ３ 読書のバリアフリーについて 

                                   （市民文化部関係） 

 

個人 

 
【質問議員】  佐藤 晶二 議員 

 

【質問要旨】  ２ 野中町正源氏公園周辺について 

（３）ドイツ兵俘虜の慰霊碑について 

         

【質問趣旨】 ドイツ兵俘虜による第九演奏 100 周年を踏まえて、それが評価されるような取り組みをす

べきではないか。 

 

【回答要旨】 １ 第九の演奏について 

1919 年 12 月 3 日、久留米高等女学校で、ドイツ兵俘虜によりベートーベンの第九が

演奏されました。一般の市民が第九を聴いたのは、久留米市が日本初であり、今年はそ

れからちょうど 100 周年という節目の年となります。 

 

２ 100 周年事業について 

そこで、第九の久留米初演 100 周年を記念した演奏会が、本年 12 月 28 日に、久留米

シティプラザのグランドホールで、「久留米第九を歌う会」により開催されますが、それ

に合わせて、市では 12月 18 日から 28 日までの 11 日間、シティプラザ展示室で「久留

米に響く第九の調べ」と題した企画展をいたします。 

この企画展の中で、ドイツ兵捕虜の久留米での暮らしや音楽活動などを取り上げると

ともに、収容所跡や慰霊碑など、捕虜のゆかりの地をめぐるバスハイクも計画しており

ます。 

また、100 周年記念事業を通じて、ドイツ兵俘虜収容所の歴史と久留米のゴム産業等

の発展や文化に与えた影響を、テレビや新聞を通じて久留米市内外に伝えていきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

【質問議員】  山下 尚 議員 

 

【質問要旨】 ３ 読書バリアフリー法について 

         

【質問趣旨】 読書バリアフリー法が施行されたことに伴う読書困難者への対応 
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【回答要旨】１ 図書館におけるバリアフリー対応の考え方 

久留米市では、図書館法や障害者差別解消法をふまえ、障害等の有無にかかわらず全て

の市民が図書館を等しく利用できるように、読書環境の整備を図ってきました。 

 

２ 現在の取り組み状況 

 中央図書館では、 

・ボランティアによる点字・音訳図書の作成及び無料郵便サービス 

・県内の他図書館に先駆け、全国の視覚障害者情報総合ネットワークで

あるサピエの加入による、音訳図書提供サービスの拡大 

・身体障害等の来館困難者への書籍無料宅配サービス 

・特別支援学校や福祉施設等への長期団体貸出しサービス 

など、これまでも様々な読書環境のバリアフリー化を図ってまいりました。 

 

３ 今後の読書バリアフリー法に関する取り組み 

 今後も、読書バリアフリー法が求める読書環境の整備に向け、まずは、その重要な担い

手であるボランティアの養成・活動の支援を行い、点字・音訳図書の充実を図ってまいり

ます。 

また、電子書籍やインターネットを利用したいわゆる「聞く読書」についても、より使

いやすい端末の開発や普及状況を踏まえながら、その活用に向けて調査・研究してまいり

ます。 
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令和元年度第１回久留米市社会教育委員の会議の結果について 

 

【日 時】令和元年７月３０日（火）１０時００分～１０時５５分 

【会 場】えーるピア久留米 ２１０・２１１研修室 

 

１ 令和元年度社会教育の主な事業について 

  社会教育分野の取り組み、主な事業の概要、予算額などの報告に基づき、議論があ 

 りました。 
 

質問 高齢者の交通事故が多くなっているが、小郡市のように派遣バスを出して西鉄や

JR まで送迎することはできないのか。 

回答 高齢者に対する交通支援は行っていない。高齢者の事業参加を促すためにも、要

望として受け止めておく。 

質問 資料の「旧久留米市」という表記や分け方は今後も続けていくのか。 

回答 次回から表記と分け方を改め、施設別の事業の紹介という形に変更する。 

質問 東京オリンピック・パラリンピックに向けた久留米市の取り組み状況について伺

いたい。 

回答 
関連パンフレットの街中での配布、オリ・パラのホームページの開設、水の祭典

パレードにケニアやカザフスタンの大使館関係者を招待するなどしている。今後

は、キャンプのサポートの協賛依頼や、応援グッズの販売を行う予定。キャンプ

では、ケニアやカザフスタンの選手と市民が交流できる企画を検討している。 

質問 (１)高齢化に伴い地域での文化財の保存が難しくなっている点についてどう考 

えているのか。 

(２)久留米市内にあるスケート場を教えてほしい。 

回答 (１)昨年大幅に改正された文化財保護法の中に、地域団体を保存活用団体に指定

し行政が支援できる点や、市町村が保存活用地域計画を策定できる点が盛り

込まれている。改めて地域の文化財の調査を行い市民とともに協議を進めて

いく。 

(２)久留米市内のスケート場は民間が運営している 1箇所のみ。 

質問 (１)歴史博物館建設の構想はあるのか。 

(２)図書館の開館時間を統一する予定はないのか。 

(３)子ども未来部と生涯学習推進課で連携を取り子育て支援に取り組んでもらえ 

ないか。 

回答 (１)今年度中に博物館の整備のあり方についての方向性を打ち出す予定なので、 

歴史博物館構想については現在検討中。  

(２)これまでも市民のライフスタイルや要望に応じて開館時間等を検討してき 

たため、これからも検討を続けていく。 

(３)社会教育という視点の中で、情報を共有して協力できるところは協力してい 

きたい。 

教育委員会定例会報告事項 
令和元年９月２５日 

市民文化部生涯学習推進課 
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質問 (１)ジュニアアスリートに対する支援事業について伺いたい。 

(２)小中学校でのオリンピック選手との交流はどういったものになるのか。 

回答 (１)世界大会レベルの実績がある選手を認定し補助金を交付する、トップアスリ 

  ート支援事業を行っている。 

(２)最終的な内容の決定は来年の開催直前の予定だが、テレビ電話などを使った

英会話教育やオリンピアンとの直接の交流などを検討している段階だ。 

 

 

【久留米市社会教育委員名簿】 

（任期：平成 30 年 12 月 1 日～令和 2年 11月 30 日） 

※稲益 英子委員のみ、任期：平成 31年 2月 1日～令和 3年 1月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当日欠席委員（平木委員、南島委員、江村委員） 

区 分 氏  名 所   属 

学校教育関係者 江口
え ぐ ち

 やよみ 久留米市小学校長会 

 

社会教育関係者 
深山
ふかやま

 和義
かずよし

 久留米市校区まちづくり連絡協議会 

大久保
お お く ぼ

 康
やす

博
ひろ

 久留米市子ども会連合会 

永松
ながまつ

 千枝
ち え

 久留米市女性の会婦人会連絡協議会 

平木
ひ ら き

 健
けん

悟
ご

 久留米市小･中学校 PTA 連合協議会 

佐藤
さ と う

 光義
みつよし

 久留米市体育協会 

家庭教育関係者 ※稲
いな

益
ます

 英子
ひ で こ

 久留米市民生委員児童委員協議会 

 

学識経験者 
南島
な じ ま

 成司
じょうじ

 久留米市議会議員 

江村
え む ら

 理奈
り な

 久留米大学 

椎
しい

山
やま

 克
かつ

己
み

 久留米信愛短期大学 
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ユニセフ「スマホサミット」の実施について 

 

 

１ 趣旨 

  本事業は、子どもの権利条約採択３０周年記念事業として開催され、インターネ

ットの利用に関する身近な問題を取り上げながら、子どもの安心・安全をテーマに

した議論を通して、子どもや おとなが果たすべき役割を考えます。 

 

 

２ 実施 

（主催）久留米ユニセフ協会 

（共催）久留米市教育委員会 

 

 

３ 開催日時 

令和元年１０月２０日（日） 

９時～１６時 

 

 

４ 場所 

久留米商工会館大ホール（５Ｆ） 

 

 

５ 参加予定生徒 

  中学生及び高校生等 

 

 

６ 内容 

（午前）インターネットの利用に関する身近な問題を取り上げ、生徒がグループ

に分かれて討議・発表を行います。 

 

（午後）行政・警察・企業等の方が加わり、グループに分かれて討議・発表及び

パネルディスカッション等を行います。 

 

 

 

定 例 教 育 委 員 会 資 料 

令 和 元 年 ９ 月 ２ ５ 日 

教 育 部 学 校 教 育 課 
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